
１
月
１
日
㈰
、
登
別
温
泉
街
の
泉
源
公
園
で
行
わ
れ
た
『
元
旦
縁
起
も
ち
つ
き
』

の
場
に
お
い
て
、
『
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
』
（
市
主
催
）
を
行
い
、
小
笠
原
市

長
が
『
登
別
温
泉
』
、
『
カ
ル
ル
ス
温
泉
』
、
『
鬼
像
』
の
３
つ
を
『
ふ
る
さ
と
名

物
』
と
し
て
宣
言
し
ま
し
た
。

同
宣
言
は
、
経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
が
実
施
す
る
も
の
で
、
市
町
村
が
地
域
を

挙
げ
て
支
援
を
行
う
『
ふ
る
さ
と
名
物
』
を
位
置
付
け
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
・

強
化
を
図
り
、
売
上
や
雇
用
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
げ
る
制
度
で
す
。

今
回
の
宣
言
に
よ
り
、
市
内
中
小
企
業
が
『
ふ
る
さ
と
名
物
』
を
活
用
し
て
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
生
産
な
ど
に
取
り
組
む
際
に
、
ど
の
よ
う
に
行
う
か
を
定

め
る
『
地
域
資
源
活
用
事
業
計
画
』
へ
の
国
の
補
助
金
が
優
先
的
に
採
択
さ
れ
る
ほ

か
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
商
品
の
開
発
や
販
路
開
拓
、
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
る
人
材
を
育
成
す
る
研
修
へ
の
優
先
参
加
な
ど
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

市
は
今
後
、
市
内
企
業
者
に
対
し
て
『
ふ
る
さ
と
名
物
』
の
積
極
的
な
活
用
を
促

す
と
と
と
も
に
、
事
業
者
が
定
め
る
『
地
域
資
源
活
用
事
業
計
画
』
の
作
成
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
応
援
宣
言
の
後
に
行
わ
れ
た
『
元
旦
縁
起
も
ち
つ
き
』
（
登
別
観
光
協
会

主
催
）
で
は
、
勢
い
よ
く
き
ね
を
振
り
下
ろ
し
た
り
、
互
い
に
き
ね
を
放
っ
て
交
換

し
た
り
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
に
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

『
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
』
と
『
元
旦
縁
起
も
ち
つ
き
』

『
登
別
温
泉
』
・
『
カ
ル
ル
ス
温
泉
』
・

『
鬼
像
』
で
市
内
経
済
活
性
化

▲�訪れた観光客などの前で『ふ
るさと名物応援宣言』を行う
小笠原市長（中央奥）

▲�笛と太鼓の音色が響き渡る中
披露されたもちつき
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平
成
28
年
12
月
20
日
㈫
、
市
役
所
に
地
域
医
療
機
能

推
進
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
の
役
員
の
方
な
ど
が
来
ら
れ
、

登
別
東
町
３
丁
目
に
移
転
・
新
築
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
新
病
院
の
基
本
構
想
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

基
本
構
想
で
は
、
新
病
院
が
備
え
る
診
療
科
や
主
な

機
能
な
ど
の
ほ
か
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営

や
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、

地
域
医
療
の
要
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
コ
ン
セ
プ
ト

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
今
後
、
地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
、

平
成
32
年
に
予
定
し
て
い
る
新
病
院
の
開
設
に
向
け
て
、

今
後
も
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
協
議
・
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊジ
ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
新
病
院
の
基
本
構
想
の
提
出

新
病
院
の
方
向
性
を
提
示

▲�小笠原市長にＪＣＨＯ登別新病院の基本構想を提出するＪＣＨＯ
の宇

う

口
こう

理事

▲�「積極的に話しかけることが大切」と話す瀧澤さん

１
月
11
日
㈬
、
市
民
会
館
で
、
米
国
出
身
の
瀧た

き

澤ざ
わ

ジ
ェ
ー
ン
さ
ん
を
招
き
、
『
第
５
回
国
際
理
解
講
座
』

（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
海
外
旅
行
先
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

空
港
な
ど
で
よ
く
使
う
英
会
話
を
学
ん
だ
ほ
か
、
ペ
ア

を
組
ん
で
お
互
い
に
英
語
を
使
っ
た
自
己
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。

簡
単
な
英
語
で
も
積
極
的
に
会
話
を
す
る
こ
と
が
交

流
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、
参
加
者
に
と
っ
て
、

国
際
理
解
を
深
め
る
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

第
５
回
国
際
理
解
講
座

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

広
が
る
国
際
理
解
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